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五戸町表彰式・年賀交換会
平成２０年１月４日（金）１１：００～

町立公民館

五戸町産業と文化まつり
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平成18年度
決　算

　平成18年度の一般会計決算は、歳入96億8 , 741万円、
歳出95億2,401万円で、差し引き１億6,340万円の剰余金
が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源
2 ,629万円を差し引いた実質収支額は、１億3 ,711万円の
黒字となりました。

自 主 財 源
町が集める収入
 ２５億７，０７０万円

皆さんが納める税金

１３億３，８２９万円 １３．８％

２６．５％

積立金の取り崩し

　７億６，７８０万円 　７．９％

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入

　４億６，４６１万円 　４．８％

依 存 財 源
国や県などからの収入
 ７１億１，６７１万円

借り入れ

１２億４，６７０万円 １２．９％

職員の給料や議員・各種委員の報酬

１６億８，３９９万円 １７．７％

法令で定められた行政サービスのため

７億３，６５３万円 ７．７％

借金の返済

１７億１，８８６万円 １８．０％

道路・施設・ほ場整備のため

１３億６，７７５万円 １４．４％

消耗品・備品の購入や郵便料など

８億３，１９５万円 ８．８％

災害復旧のため

３，１５５万円 ０．３％

道路や施設の補修のため

６，２６９万円 ０．７％

他団体への補助金、火災保険など

１６億３，０７３万円 １７．１％

基金への積み立て

１億１，２６２万円 １．２％
病院や公社への負担など

１億７，５９２万円 １．８％
奨学金の貸し付け

７，４５０万円 ０．８％
特別会計への繰り出し

１０億９，６９２万円 １１．５％

７３．５％

その他の交付金など

　５億７，３９２万円 　５．９％

国や県から交付され
使い道を指定されるお金

　９億９，５２６万円 １０．３％

国から交付される
使い道自由なお金

４３億８３万円 　 ４４．４％

町税

繰入金

その他

地方交付税

国・県支出金

町債

その他

※町民１人当たりが納めた町の税金・１人当たりに使われた町のお金は、町税額
　および一般会計歳出総額を平成19年３月末現在の人口20,689人で割ったものです。

※各基金については、平成１９年５月末日時点での金額です。

特別会計

病院事業会計

会計名

老 人 保 健

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水
処理施設事業

簡易水道事業

国民健康保険
直 診 勘 定

住 宅 用 地
造 成 事 業 等

収 　 益 　 的

資 　 本 　 的

※収益的収入・支出…営業的な経費
※資本的収入・支出…建物の建設費など

国民健康保険

歳　入

２２億８，４０５

２５億５，９６９

１８億６，８８７

２９億７，６５５

１億６，２１７

２８億８，６５８

２億５，９６０

６億８，７６４

１億８，３７３

８，５２５

１億４，９８４

８，４２５

２２億８，３０４

２４億９，８５３

１７億８，７９１

５億９，８３４

１億８，１１０

８，２３０

１億４，３６９

６，８１２

歳　出

（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

一般会計………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

国民健康保険直診勘定……………

病院事業会計……………

総　　　　額…………

123億4,955万円

26億3,945万円

12億6,544万円

4億5,947万円

497万円

53億7,529万円

220億9,417万円

町 の 財 産（ 平 成 18 年 度 末 現 在 ） 公債費（借入金残高）平成18年度末現在

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

7,504㎡

775㎡

土　　　　地……………………18,326㎡

国民健康保険直診勘定

住宅用地造成事業等

63万円

509万円

6,388万円

2,508万円

9,121㎡

1,092㎡

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水処理施設事業

財政調整基金………………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金………

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権……

財政調整基金…………………

減 債 基 金…………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金…………………

その他の基金………………

11,803,369㎡

118,446㎡

13億4,35１万円

3億66万円

3,262万円

4億149万円

440万円

9,565万円

3億9,247万円

一 般 会 計

平成１８年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が５００万円の家計だとすると･･･ 五 戸 町 の 家 計 簿五 戸 町 の 家 計 簿

収　　入

給　　　　　料【町税】

●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

６９万円

４０万円

１３万円

３万円

３０３万円

６４万円

３６７万円

定期預金の解約【繰入金】

親 か ら の 援 助【地方交付税、国・県支出金など】 

●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 

小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】

去 年 の 残 り【繰越金】

８万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、諸収入】

１３３万円

５００万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 

食　　　　　　　費【人件費】 ８７万円

３８万円

８９万円

７２万円

４３万円

１３万円

６万円

５７万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 

預　　　　　　　金【積立金】 

子 ど も へ の 仕 送 り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】

高 熱 水 費 ・ 日 用 品【物件費】 

３万円家 や 車 の 修 理【維持修繕費】 

８４万円

４９２万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金は、わずか130万円余りにすぎません。残りは親から
の援助など、ほかに頼ったお金です。中でも地方交付税は、全体の約44％を占める大事な収入源です。しかし
平成17年度と比較すると、なんと10万６千円も減っています。これを町の決算額に戻してみると、約２億100万
円の減額。地方交付税は、国の「三位一体の改革」で見直しが図られ年々減っています。ということは、平成
19年度も地方交付税の増加は見込めないことになるので、支出を抑えなければ赤字団体となってしまいます。   

赤字団体になってしまうと・・・
　赤字が毎年のようにどんどん膨らんでいくと、国・県からの関与を受けることになり、町の施策（まちづくり）
が自由に実施できなくなってしまいます。つまり、今より住民サービスが低下する可能性があるわけです。

そうならないために！ 
　町では、人件費の削減、事業の必要性や効果などを検討し事業費の抑制に努め、皆さまから納めていただいた
税金を大事に、そして有効に使わせていただきます。町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

［性質別］

人件費

扶助費

普通建設事業費

物件費

補助費等

繰出金

公債費

災害復旧事業費

維持修繕費

投資、出資金

［目的別］

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

衛生費

災害復旧費

商工費

議会費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

積立金

貸付金

議会活動のため

１億３，４７０万円 １．４％

行政全般の運営管理のため

１１億 ７４５万円 １１．６％

児童や高齢者・障がい者の福祉のため

１８億３，２６５万円 １９．２％

検診や乳幼児医療、ごみ処理のため

１３億４，４７１万円 １４．１％

商工業・観光振興のため

５，２３８万円 ０．６％

農林業の振興のため

６億 ５２８万円 ６．４％

都市計画や道路整備、除雪のため

８億 ５６２万円 ８．５％

消防防災のため

３億５，２４９万円 ３．７％

幼稚園や学校教育、生涯学習のため

１５億３，３８１万円 １６．１％
災害復旧のため

３，１８２万円 ０．３％
借金の返済

１７億２，２４８万円 １８．１％

その他 ６２万円 ０．０％

町
の
財
政
状
況

町民１人当たりに使われた町のお金
４６０，３４２円

町民１人当たりが納めた町の税金
６４，６８６円

一般会計歳入96億8,741万円

一
般
会
計
歳
出
95
億
２
、４
０
１
万
円
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平成18年度
決　算

　平成18年度の一般会計決算は、歳入96億8 , 741万円、
歳出95億2,401万円で、差し引き１億6,340万円の剰余金
が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源
2 ,629万円を差し引いた実質収支額は、１億3 ,711万円の
黒字となりました。

自 主 財 源
町が集める収入
 ２５億７，０７０万円

皆さんが納める税金

１３億３，８２９万円 １３．８％

２６．５％

積立金の取り崩し

　７億６，７８０万円 　７．９％

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入

　４億６，４６１万円 　４．８％

依 存 財 源
国や県などからの収入
 ７１億１，６７１万円

借り入れ

１２億４，６７０万円 １２．９％

職員の給料や議員・各種委員の報酬

１６億８，３９９万円 １７．７％

法令で定められた行政サービスのため

７億３，６５３万円 ７．７％

借金の返済

１７億１，８８６万円 １８．０％

道路・施設・ほ場整備のため

１３億６，７７５万円 １４．４％

消耗品・備品の購入や郵便料など

８億３，１９５万円 ８．８％

災害復旧のため

３，１５５万円 ０．３％

道路や施設の補修のため

６，２６９万円 ０．７％

他団体への補助金、火災保険など

１６億３，０７３万円 １７．１％

基金への積み立て

１億１，２６２万円 １．２％
病院や公社への負担など

１億７，５９２万円 １．８％
奨学金の貸し付け

７，４５０万円 ０．８％
特別会計への繰り出し

１０億９，６９２万円 １１．５％

７３．５％

その他の交付金など

　５億７，３９２万円 　５．９％

国や県から交付され
使い道を指定されるお金

　９億９，５２６万円 １０．３％

国から交付される
使い道自由なお金

４３億８３万円 　 ４４．４％

町税

繰入金

その他

地方交付税

国・県支出金

町債

その他

※町民１人当たりが納めた町の税金・１人当たりに使われた町のお金は、町税額
　および一般会計歳出総額を平成19年３月末現在の人口20,689人で割ったものです。

※各基金については、平成１９年５月末日時点での金額です。

特別会計

病院事業会計

会計名

老 人 保 健

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水
処理施設事業

簡易水道事業

国民健康保険
直 診 勘 定

住 宅 用 地
造 成 事 業 等

収 　 益 　 的

資 　 本 　 的

※収益的収入・支出…営業的な経費
※資本的収入・支出…建物の建設費など

国民健康保険

歳　入

２２億８，４０５

２５億５，９６９

１８億６，８８７

２９億７，６５５

１億６，２１７

２８億８，６５８

２億５，９６０

６億８，７６４

１億８，３７３

８，５２５

１億４，９８４

８，４２５

２２億８，３０４

２４億９，８５３

１７億８，７９１

５億９，８３４

１億８，１１０

８，２３０

１億４，３６９

６，８１２

歳　出

（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

一般会計………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

国民健康保険直診勘定……………

病院事業会計……………

総　　　　額…………

123億4,955万円

26億3,945万円

12億6,544万円

4億5,947万円

497万円

53億7,529万円

220億9,417万円

町 の 財 産（ 平 成 18 年 度 末 現 在 ） 公債費（借入金残高）平成18年度末現在

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

7,504㎡

775㎡

土　　　　地……………………18,326㎡

国民健康保険直診勘定

住宅用地造成事業等

63万円

509万円

6,388万円

2,508万円

9,121㎡

1,092㎡

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水処理施設事業

財政調整基金………………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金………

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権……

財政調整基金…………………

減 債 基 金…………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金…………………

その他の基金………………

11,803,369㎡

118,446㎡

13億4,35１万円

3億66万円

3,262万円

4億149万円

440万円

9,565万円

3億9,247万円

一 般 会 計

平成１８年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が５００万円の家計だとすると･･･ 五 戸 町 の 家 計 簿五 戸 町 の 家 計 簿

収　　入

給　　　　　料【町税】

●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

６９万円

４０万円

１３万円

３万円

３０３万円

６４万円

３６７万円

定期預金の解約【繰入金】

親 か ら の 援 助【地方交付税、国・県支出金など】 

●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 

小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】

去 年 の 残 り【繰越金】

８万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、諸収入】

１３３万円

５００万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 

食　　　　　　　費【人件費】 ８７万円

３８万円

８９万円

７２万円

４３万円

１３万円

６万円

５７万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 

預　　　　　　　金【積立金】 

子 ど も へ の 仕 送 り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】

高 熱 水 費 ・ 日 用 品【物件費】 

３万円家 や 車 の 修 理【維持修繕費】 

８４万円

４９２万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金は、わずか130万円余りにすぎません。残りは親から
の援助など、ほかに頼ったお金です。中でも地方交付税は、全体の約44％を占める大事な収入源です。しかし
平成17年度と比較すると、なんと10万６千円も減っています。これを町の決算額に戻してみると、約２億100万
円の減額。地方交付税は、国の「三位一体の改革」で見直しが図られ年々減っています。ということは、平成
19年度も地方交付税の増加は見込めないことになるので、支出を抑えなければ赤字団体となってしまいます。   

赤字団体になってしまうと・・・
　赤字が毎年のようにどんどん膨らんでいくと、国・県からの関与を受けることになり、町の施策（まちづくり）
が自由に実施できなくなってしまいます。つまり、今より住民サービスが低下する可能性があるわけです。

そうならないために！ 
　町では、人件費の削減、事業の必要性や効果などを検討し事業費の抑制に努め、皆さまから納めていただいた
税金を大事に、そして有効に使わせていただきます。町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

［性質別］

人件費

扶助費

普通建設事業費

物件費

補助費等

繰出金

公債費

災害復旧事業費

維持修繕費

投資、出資金

［目的別］

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

衛生費

災害復旧費

商工費

議会費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

積立金

貸付金

議会活動のため

１億３，４７０万円 １．４％

行政全般の運営管理のため

１１億 ７４５万円 １１．６％

児童や高齢者・障がい者の福祉のため

１８億３，２６５万円 １９．２％

検診や乳幼児医療、ごみ処理のため

１３億４，４７１万円 １４．１％

商工業・観光振興のため

５，２３８万円 ０．６％

農林業の振興のため

６億 ５２８万円 ６．４％

都市計画や道路整備、除雪のため

８億 ５６２万円 ８．５％

消防防災のため

３億５，２４９万円 ３．７％

幼稚園や学校教育、生涯学習のため

１５億３，３８１万円 １６．１％
災害復旧のため

３，１８２万円 ０．３％
借金の返済

１７億２，２４８万円 １８．１％

その他 ６２万円 ０．０％

町
の
財
政
状
況

町民１人当たりに使われた町のお金
４６０，３４２円

町民１人当たりが納めた町の税金
６４，６８６円

一般会計歳入96億8,741万円

一
般
会
計
歳
出
95
億
２
、４
０
１
万
円
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平成19年度
予　算
９月末 現 在

　平成19年度の一般会計予算は、９月末現在87億8 , 027万円です。
予算の執行率は歳入49.4％、歳出41.7％となっています。

町税　１4億５，９６５万円 １６．６％
［６４．１％］

議会費　１億４，１２８万円 １．６％
［４８．２％］

総務費　１２億２，７３４万円 １４．０％
［３９．２％］

民生費　１８億６，２８９万円 ２１．２％
［４４．０％］

衛生費　９億３，１８８万円 １０．６％
［５６．５％］

農林水産業費　５億５，４９３万円 ６．３％
［２７．１％］

商工費　７，５２０万円 ０．９％
［７１．７％］

老 人 保 健 予算額 ２３億２，３２８万円

国民健康保険 予算額 ２７億７，５３３万円

災害復旧費　５，５５５万円 ０．６％
［９５．９％］

その他　５２７万円 ０．１％
［０．３％］

土木費　９億４，９４０万円 １０．８％
［３１．０％］

消防費　３億６，０９７万円 ４．１％
［４２．０％］

教育費　９億１，８２５万円 １０．５％
［４３．５％］

公債費　１６億９，７３２万円 １９．３％
［３９．４％］

その他　６億８，９６１万円 ７．９％
［４７．９％］

繰入金　３億１，８３３万円 ３．６％
［１．９％］

国・県支出金　１１億３，２８４万円 １２．９％
［１８．０％］

町債　８億７，０６０万円 ９．９％
［２．１％］

地方譲与税　１億３，６００万円 １．６％
［３０．４％］

地方交付税　４１億７，３２３万円 ４７．５％
［６７．２％］

特別会計 病院事業会計

町民１人当たりが納める町の税金

７０，９４３円

町民１人当たりに使われる町のお金

４２６，７４５円

Ｑなぜ昨年より人口が減って
いるのに、町民１人当たりが納
める税金が上がっているの？

Ａ 国に納めていた税金を、地方

（町）へ納める形にしたためです。

国の三位一体改革の１つである「税

源の移譲」が関係しています。

Ｑなぜ町民１人当たりに使わ
れるお金が減っているの？

Ａ 行財政改革などにより、経費

を抑えているためです。地方交付

税などの収入が昨年に比べ減って

いるため、１人当たりに使われる

お金が少ないということです。

※町民１人当たりが納める町の税金・
１人当たりに使われる町のお金は、
町税額および一般会計歳出総額を平成
19年９月末現在の人口20,575人で割っ
たものです。

執行率
［４９．４％］

執行率
［４１．７％］

歳入
歳出

歳入
歳出

［４５．７％］
［４２．７％］

［３５．０％］
［４０．８％］

下 水 道 事 業 予算額 ６億４，９０４万円

歳入
歳出

［２６．０％］
［２４．３％］

介 護 保 険 予算額 １８億 ６９４万円

歳入
歳出

［５５．４％］
［４１．１％］

農業集落排水処理施設事業 予算額　 　９，４３３万円

簡易水道事業 予算額　 　８，３６１万円

歳入
歳出

歳入
歳出

［６９．９％］
［４２．３％］

［５４．９％］
［４２．４％］

国民健康保険直診勘定 予算額 １億４，８１９万円

歳入
歳出

［４７．６％］
［４６．２％］

住宅用地造成事業等 予算額　 　７，６５８万円

歳入
歳出

［２１．１％］
［ ２．８％］

収 益 的 収 入 予算額 ２６億８，０７３万円

収 益 的 支 出 予算額 ３０億３，３９７万円

［４５．１％］

［４１．７％］

資 本 的 収 入 予算額 １億７，８０２万円

［８６．３％］

資 本 的 支 出 予算額 ２億６，０４３万円

［４７．０％］

部 
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五
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「
第
23
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
が
11
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
、
五
戸
地
方
の
秋
の
味
覚

を
楽
し
め
る
数
々
の
出
店
に
大
勢

の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
３
日

に
は
姉
妹
都
市
・
韓
国
沃
川
郡
の

訪
問
団
が
、
本
場
の
キ
ム
チ
作
り

を
実
演
。
こ
の
ほ
か
に
も
日
替
わ

り
で
行
わ
れ
た
、
漬
物
や
ア
イ
デ

ィ
ア
料
理
の
実
演
が
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
と

い
っ
た
公
民
館
講
座
受
講
者
な
ど

に
よ
る
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
２
日
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
よ
る
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
３
、
４

日
は
各
種
文
化
団
体
の
芸
能
発
表

会
が
催
さ
れ
、
歌
や
演
奏
、
踊
り

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
目

が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

オ
ク
チ
ョ
ン

※［　］は執行率

一般会計歳入歳出87億8,027万円

歳 入

歳 出

実
り
の
秋
に
活
気
あ
ふ
れ
る

実
り
の
秋
に
活
気
あ
ふ
れ
る

第
23
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第
23
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

▼▼

▼

▼

韓
国
沃
川
郡
の
訪
問
団
に
よ
る
キ
ム
チ

作
り
実
演
。
本
場
の
仕
込
み
に
興
味
津
々

文
化
展
は
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。
町
民
作
品
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
る

コーラスグループ｢ライン｣による美しいハーモニー。このほかにも多
彩な出演者がステージを盛り上げた

農
家
自
慢
の
野
菜
や
果
物
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
品
評
会
。
購

入
も
で
き
、
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た
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平成19年度
予　算
９月末 現 在

　平成19年度の一般会計予算は、９月末現在87億8 , 027万円です。
予算の執行率は歳入49.4％、歳出41.7％となっています。

町税　１4億５，９６５万円１６．６％
［６４．１％］

議会費　１億４，１２８万円１．６％
［４８．２％］

総務費　１２億２，７３４万円１４．０％
［３９．２％］

民生費　１８億６，２８９万円２１．２％
［４４．０％］

衛生費　９億３，１８８万円１０．６％
［５６．５％］

農林水産業費　５億５，４９３万円６．３％
［２７．１％］

商工費　７，５２０万円０．９％
［７１．７％］

老 人 保 健 予算額２３億２，３２８万円

国民健康保険 予算額２７億７，５３３万円

災害復旧費　５，５５５万円０．６％
［９５．９％］

その他　５２７万円０．１％
［０．３％］

土木費　９億４，９４０万円１０．８％
［３１．０％］

消防費　３億６，０９７万円４．１％
［４２．０％］

教育費　９億１，８２５万円１０．５％
［４３．５％］

公債費　１６億９，７３２万円１９．３％
［３９．４％］

その他　６億８，９６１万円７．９％
［４７．９％］

繰入金　３億１，８３３万円３．６％
［１．９％］

国・県支出金　１１億３，２８４万円１２．９％
［１８．０％］

町債　８億７，０６０万円９．９％
［２．１％］

地方譲与税　１億３，６００万円１．６％
［３０．４％］

地方交付税　４１億７，３２３万円４７．５％
［６７．２％］

特別会計 病院事業会計

町民１人当たりが納める町の税金

７０，９４３円

町民１人当たりに使われる町のお金

４２６，７４５円

Ｑ なぜ昨年より人口が減って
いるのに、町民１人当たりが納
める税金が上がっているの？

Ａ 国に納めていた税金を、地方

（町）へ納める形にしたためです。

国の三位一体改革の１つである「税

源の移譲」が関係しています。

Ｑ なぜ町民１人当たりに使わ
れるお金が減っているの？

Ａ 行財政改革などにより、経費

を抑えているためです。地方交付

税などの収入が昨年に比べ減って

いるため、１人当たりに使われる

お金が少ないということです。

※町民１人当たりが納める町の税金・
１人当たりに使われる町のお金は、
町税額および一般会計歳出総額を平成
19年９月末現在の人口20,575人で割っ
たものです。

執行率
［４９．４％］

執行率
［４１．７％］

歳入
歳出

歳入
歳出

［４５．７％］
［４２．７％］

［３５．０％］
［４０．８％］

下水道事業 予算額 ６億４，９０４万円

歳入
歳出

［２６．０％］
［２４．３％］

介 護 保 険 予算額１８億 ６９４万円

歳入
歳出

［５５．４％］
［４１．１％］

農業集落排水処理施設事業 予算額　 　９，４３３万円

簡易水道事業 予算額　 　８，３６１万円

歳入
歳出

歳入
歳出

［６９．９％］
［４２．３％］

［５４．９％］
［４２．４％］

国民健康保険直診勘定 予算額 １億４，８１９万円

歳入
歳出

［４７．６％］
［４６．２％］

住宅用地造成事業等 予算額　 　７，６５８万円

歳入
歳出

［２１．１％］
［ ２．８％］

収益的収入 予算額２６億８，０７３万円

収益的支出 予算額３０億３，３９７万円

［４５．１％］

［４１．７％］

資本的収入 予算額 １億７，８０２万円

［８６．３％］

資本的支出 予算額 ２億６，０４３万円

［４７．０％］

部 

　
門

特
産
野
菜

水
　
　
稲

穀
　
　
物

果
　
　
樹

花
　
　
き

一
般
野
菜
１

一
般
野
菜
２
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等
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目
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ん
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も
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掘
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等
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等
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五
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友
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内
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ど
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戸
広
域

倉
　
　
石

輪
菊
（
神
馬
）

輪
菊
（
神
馬
）

川
原
　
正
栄

荻
沢
　
　
功

新
　
　
郷

新
　
　
郷

優
等

ご
ぼ
う

ピ
ー
マ
ン

三
浦
　
和
彦

松
尾
　
憲
久

豊
間
内

八
戸
広
域

浅
　
　
田

浅
　
　
田

八
戸
広
域

川
　
　
内

五
　
　
戸

ジ
ョ
ナ

ゴ
ー
ル
ド

　
「
第
23
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
が
11
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
、
五
戸
地
方
の
秋
の
味
覚

を
楽
し
め
る
数
々
の
出
店
に
大
勢

の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
３
日

に
は
姉
妹
都
市
・
韓
国
沃
川
郡
の

訪
問
団
が
、
本
場
の
キ
ム
チ
作
り

を
実
演
。
こ
の
ほ
か
に
も
日
替
わ

り
で
行
わ
れ
た
、
漬
物
や
ア
イ
デ

ィ
ア
料
理
の
実
演
が
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
と

い
っ
た
公
民
館
講
座
受
講
者
な
ど

に
よ
る
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
２
日
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
よ
る
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
３
、
４

日
は
各
種
文
化
団
体
の
芸
能
発
表

会
が
催
さ
れ
、
歌
や
演
奏
、
踊
り

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
目

が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

オ
ク
チ
ョ
ン

※［　］は執行率

一般会計歳入歳出87億8,027万円

歳 入

歳 出

実
り
の
秋
に
活
気
あ
ふ
れ
る

実
り
の
秋
に
活
気
あ
ふ
れ
る

第
23
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第
23
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

▼▼

▼

▼

韓
国
沃
川
郡
の
訪
問
団
に
よ
る
キ
ム
チ

作
り
実
演
。
本
場
の
仕
込
み
に
興
味
津
々

文
化
展
は
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。
町
民
作
品
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
る

コーラスグループ｢ライン｣による美しいハーモニー。このほかにも多
彩な出演者がステージを盛り上げた

農
家
自
慢
の
野
菜
や
果
物
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
品
評
会
。
購

入
も
で
き
、
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た



y

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 おいしく楽しく、元気な口腔で介護予防

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ  おいしく楽しく、元気な口腔で介護予防 おいしく楽しく、元気な口腔で介護予防8

よ く か む８か 条

　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

〈
川
柳
〉

燃
え
て
た
紅
玉
の
里
今
い
ず
こ

つ
ま
倒
れ
良
き
事
ば
か
り
頭
め
ぐ
り
て

ハ
ウ
ス
内
春
夏
秋
と
冬
は
な
し

寝
る
前
の
お
茶
が
時
々
夜
警
す
る

〈
俳
句
〉

虫
の
声
寒
さ
途
絶
え
て
秋
ふ
か
き

〈
短
歌
〉

危
う
き
に
近
寄
り
な
お
も
美
し
く

薔
薇
に
か
ら
ま
り
咲
け
る
昼
顔

来
年
に
収
穫
め
ざ
し
に
ん
に
く
の

種
蒔
く
農
夫
等
多
収
祈
り
つ

部
活
終
え
夕
ぐ
れ
の
道
も
く
も
く
と

家
路
を
い
そ
ぐ
若
き
子
ら
た
ち

歩
道
脇
春
桜
花
見
夏
は
日
陰

今
は
落
葉
で
カ
サ
コ
ソ
カ
サ
コ
ソ
メ
ロ
デ
ー

逝
き
し
兄
嫁
家
族
皆
に
看
取
ら
れ
て

極
楽
浄
土
進
み
お
る
な
り

大
仙
院
を
仲
間
と
廻
り
枯
山
水
に

禅
の
思
想
を
知
り
千
利
休
し
の
ぶ

ば

らま

上
市
川

中
　
区

あ

ね

（
大
徳
寺
）

肥満を防止する

味覚を発達させる

言葉の発音をはっきりさせる

脳を発達させる

歯の病気を予防する

がんを予防する

胃腸の働きを保護する

全身の体力の向上、全力投球に有効

ひ
み
こ
の
歯
が
い
ー

ぜ

よくかむことによって以下の効果があります。

q深 呼 吸
ゆったりと腰掛けて深呼吸。ゆっくり鼻から吸い
込み、口から吐き出します。

w首の運動
左右に首を回して後ろを見ます。次に正面を向き、
左右に首を曲げます。最後に“グルッ”と首を右
と左に回しましょう。

e肩の運動
両肩をすぼめるように上げ“スッ”と力を抜きま
す。次に前後にゆっくり回します。

r頬の体操
口を閉じたままほっぺたを膨らませたり、へこま
せたりしましょう。

t舌の体操
舌を出したり引っ込めたり。舌を左右に動かし、
口の両わきを触りましょう。

y唇の体操
口をできるだけ大きく開け、素早く閉じます。口
を左右に引き伸ばします。次に唇・頬をすぼめ
“すっぱい顔”をしましょう。

u声を出しましょう
「パパパパ」「ララララ」「カカカカ」「タタタタ」
とゆっくり発音してみましょう。

i深 呼 吸
はじめに行った深呼吸をしておしまいです。

お口の体操

口腔機能を向上させるために　



※過去１２か月以内に、外来＋入院の
自己負担限度額を超えた高額療養
費の支給が４回以上あった場合、
４回目以降は４４，４００円

問い合わせ先　役場住民課　国保班　ＴＥＬ ６２－２１１１　内線１１５～１１７

u

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
12
月
）

●１０月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,275
（14,239）
12,331

（12,392）
29,132

（30,081）
17,235

（18,593）

12,532
（12,649）
12,340

（12,419）

12,064
（11,836）

14,023
（14,649）

14,859
（14,837）

12,281
（12,582）

11,893
（12,913）
12,226

（12, 43）
12,342

（12,259）
16,417

（17,107）
12,161

（12,274）

12,372
（12,338）
12,189

（12,066）
12,468

（12,559）
12,546

（12,301）

12,673
（12,604）
12,330

（12,080）
14,360

（14,215）
12,350

（12,070）

11,957
（11,911）
11,743

（12,512）
13,457

（13,756）
14,253

（13,108）

11,774
（12,734）
12,410

（12,456）
15,230

（15,154）
13,002

（12,818）

皮膚科
12,238

（12,183）
12,350

（12,070）
11,582

（11,409）
12,350

（12,070）

110,438
（110,294）
114,281

（114,147）
171,528

（173,767）
129,542

（129,512）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11724
（11723）

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

林
　
　
啓
一

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

浦
上
千
佳
子

袴
田
真
理
子

（
弘
前
大
学
）

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　木
曜
日

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

医
　
師

渡
部
　
晃
弘

診
　
療
　
科 地

域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

127

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

知っとこ！　みんなの国保
平成２０年４月から制度の一部が改正されます。

乳幼児の自己負担割合［２割］が、３歳未満⇒義務教育就学（小学校入学）前までに拡大されます。

平成２０年３月まで

１２，０００円 ４４，４００円

外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯単位）

平成２０年４月から

２４，６００円 ６２，１００円 ※

外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯単位）

自 己 負 担 割 合

自己負担限度額

義務教育就学前の子ども … ２割

退職者医療の対象者が、７５歳未満 ⇒６５歳未満 になります。（６５歳になると一般の国保の加入者となります）

退職者医療制度 ６５歳から一般国保に移行

療養病床に入院した際の「食費・居住費」負担の対象年齢が、７０歳以上 ⇒６５歳以上になります。

療 養 病 床 入 院 65歳から食費・居住費を負担

７０歳～７５歳未満の方（一般）… 引き上げ
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「
五
戸
地
方
の
馬
談
義
⑨

　
　
　
　
　
四
方
山
話（
中
）」

よ

も

や
ま

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
か
ら
３
万
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

①
女
性
に
も
選
挙
を

　
今
か
ら
九
十
二
年
前
の
大
正
四

年
八
月
十
三
日
、
五
戸
産
馬
組
合

で
は
選
挙
人
名
簿
の
記
入
も
れ
が

な
い
か
を
調
査
し
た
。

　
そ
の
時
、
倉
石
村
中
市
の
大
沢

ソ
ヨ
が
、
芦
名
千
之
選
挙
長
に
異

議
を
申
し
立
て
た
。
大
沢
の
夫
が

死
亡
し
た
こ
と
か
ら
「
会
議
員
の

選
挙
資
格
を
女
性
に
も
認
め
て
ほ

し
い
」
と
書
面
で
提
出
し
た
。

　
し
か
し
定
款
第
二
十
四
条
に
よ

り
「
資
格
な
し
」
と
、
江
渡
種
助

組
合
長
名
で
書
面
が
送
付
さ
れ
た
。

封
建
的
な
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、

女
性
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
の

は
三
十
二
年
後
の
昭
和
二
十
二
年

四
月
の
こ
と
で
あ
る
。

②
え
ん
ぶ
り
の
エ
ボ
シ
は
馬
形

　
え
ん
ぶ
り
は
田
の
代
か
き
農
具

で
、
漢
字
は
「
　
」
と
書
く
。
エ

ボ
シ
は
馬
の
形
の
象
徴
で
あ
る
。

　
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
る
た
て
が
み
に

田
の
神
が
降
臨
す
る
と
信
じ
、
そ

れ
を
着
け
た
太
夫
が
松
の
葉
を
手

に
持
っ
て
、
お
迎
え
し
た
良
き
神

霊
を
祝
い
こ
め
る
の
で
あ
る
。

　
服
装
は
爪
子
、
脛
巾
（
脚
絆
）。

サ
セ
棒（
サ
イ
）を
持
っ
た
親
方
は

馬
で
あ
り
、
人
で
あ
る
。
親
方
が

太
夫
を
指
揮
し
て
、
え
ん
ぶ
り
摺

り
の
所
作
を
さ
せ
る
。
賑
や
か
に

す
る
た
め
、
サ
イ
を
持
つ
人
数
を

増
や
す
よ
う
に
な
る
と
、中
心
指

揮
者
を
区
別
す
る
た
め
白
色
の
も

の
を
作
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　
え
ん
ぶ
り
の
唄
は
組
ご
と
に
違

う
歌
詞
も
あ
る
。
テ
ン
ポ
の
速
い

「
ど
う
さ
い
え
ん
ぶ
り
」
と
遅
い

「
な
が
え
ん
ぶ
り
」
が
あ
る
。
五

戸
通
り
の
え
ん
ぶ
り
は
ど
う
さ
い

え
ん
ぶ
り
が
特
徴
で

あ
っ
た
。

　
明
治
初
期
生
ま
れ

の
古
老
た
ち
は
、
五

戸
え
ん
ぶ
り
が
八
戸
、

三
戸
よ
り
古
い
と
伝

え
て
い
た
が
、
大
火

災
の
多
か
っ
た
五
戸

で
は
立
証
す
る
記
録

は
発
見
で
き
な
い
。

　
五
戸
地
方
に
は
明

治
末
期
、
三
十
二
組

の
え
ん
ぶ
り
組
が
あ

っ
た
。
し
か
し
戦
後

は
唯
一
、
下
大
町
え

ん
ぶ
り
組
だ
け
が
残
る
。

③
木
ノ
下
参
り

　
七
崎
と
木
ノ
下
（
お

い
ら
せ
町
）
の
中
間

に
切
谷
内
の
旧
道
が
あ
る
。
馬
の

飼
育
者
た
ち
が
切
谷
内
の
三
つ
の

茶
屋
で
地
酒
を
飲
み
、
一
服
し
た

あ
と
木
ノ
下
の
気
比
神
社
参
り
を

し
た
。
帰
り
は
再
び
高
橋
商
店
の

地
酒
「
松
涛
」
を
口
に
し
て
か
ら

帰
宅
す
る
。

　
高
橋
家
は
八
戸
の
村
上
喜
右
衛

宅
か
ら
三
喜
弥
が
養
子
に
迎
え
ら

れ
た
。
上
大
町
、
新
町
、
切
谷
内

と
移
転
し
た
の
は
明
治
二
十
二
年

ご
ろ
。
明
治
二
十
四
、
五
年
ご
ろ

酒
造
り
を
始
め
、
村
に
た
だ
一
軒

の
酒
屋
と
な
っ
て
大
繁
盛
。
昭
和

三
年
ま
で
三
十
七
年
続
い
た
が
、

同
年
秋
に
工
場
か
ら
出

火
し
、
全
焼
し
て
再
起

不
能
と
な
っ
た
。

④
東
京
競
馬
で
優
勝
の

　
石
渡
君

　
野
沢
の
高
台
に
稲
荷

神
社
が
あ
る
。
拝
殿
の

中
に
絵
馬
や
写
真
が
掲

額
さ
れ
、そ
の
中
に
扇

田
寺
沢
出
身
の
騎
手
石

渡
福
三
が
、
東
京
競
馬

で
昭
和
十
一
年
旧
八
月

三
日
優
勝
記
念
の
写
真

が
あ
っ
た
。
初
め
て
見

る
写
真
だ
が
、
そ
の
活

躍
は
分
か
ら
な
い
。

　
奥
の
院
に
通
ず
る
廊
下
に
古
箱

が
あ
り
、
え
ん
ぶ
り
用
の
エ
ボ
シ

が
入
っ
て
い
た
。
も
う
四
十
年
前

に
拝
見
し
た
も
の
で
、
今
も
残
っ

て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

つ
ま
ご

は
ば
き

き
ゃ
は
ん

ず

ま
つ
な
み



o

雇
用
・
資
格

五
戸
町
職
員
募
集

税
金

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
募
集

実
用
英
語
技
能
検
定
試
験

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
！

ネ
ッ
ト
で
申
告
・
納
税

募
集

情報ステーション

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
臨
床
検
査
技
師
　
　
１
人
程
度

②
作
業
療
法
士
　
　
　
１
人
程
度

③
助
産
師
・
看
護
師
　
２
人
程
度

●
受
験
資
格

①
は
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
免
許
を
有
し
、
か

つ
超
音
波
検
査
士
の
資
格
を
有

す
る
方
②
③
は
44
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
、
免
許
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
平
成
20
年
５
月

31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

●
申
し
込
み
方
法

受
験
申
込
書
に
履
歴
書
、
免
許

証
の
写
し
（
ま
た
は
卒
業
見
込

み
証
明
書
）
を
添
え
て
、
五
戸

総
合
病
院
管
理
班
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
総
務

課
お
よ
び
各
支
所
、
五
戸
総
合

病
院
管
理
班
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
19
年
11
月
26
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
18
日（
火
）ま
で

●
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

　
受
験
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
時
期

原
則
と
し
て
平
成
20
年
４
月
１

日
付
で
採
用
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
　
管
理
班

　
℡
61 

│ 

１
２
０
０

　
通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
で
は
、
平
成
20
年
度
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の

案
内
書
・
願
書
を
請
求
く
だ
さ
い
。

●
社
会
福
祉
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

○
対
　
　
象

　
高
校
卒
業（
見
込
み
）者

○
募
集
期
間

　
平
成
19
年
12
月
１
日（
土
）か
ら

　
平
成
20
年
１
月
21
日（
月
）ま
で

●
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

○
対
　
　
象

・
４
年
制
大
学
卒
業
者

・
短
大
・
高
校
卒
業
後
、
福
祉
施

設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援

助
業
務
経
験
の
あ
る
方

○
募
集
期
間

　
平
成
19
年
12
月
１
日（
土
）か
ら

　
平
成
20
年
１
月
23
日（
水
）ま
で

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０
│
06
│
８
８
８
１

●
第
１
次
試
験
日

平
成
20
年
１
月
27
日（
日
）

●
場
　
所

・
本
会
場

　
国
立
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

・
準
会
場

　
各
中
学
・
高
校
、
予
備
校
な
ど

●
申
し
込
み
期
間

平
成
19
年
12
月
１
日（
土
）か
ら

　
平
成
19
年
12
月
25
日（
火
）ま
で

●
申
し
込
み
先

準
会
場
、
コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
特
約
書
店
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
英
語
検
定
協
会
八
戸
地
区

　
試
験
実
施
委
員
　
佐
藤

　
℡
０
１
７
６ 
│ 

24 

│ 

３
０
２
８

　
　http://w

w
w

.eiken.or.jp

　
国
税
電
子
申
告･

納
税
シ
ス
テ

ム
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」
が
さ
ら
に

便
利
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

○
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

○
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定

申
告
を
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
行
う
と
、

最
高
５
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
平
成
19
年
分
ま
た
は
20
年

分
の
い
ず
れ
か
１
回
）。

○
添
付
書
類
が
提
出
不
要

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
で
行
う
場
合
、
医
療
費
や

領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
提

出
に
代
え
て
、記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
添
付
書
類
の
提
出･

提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

○
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た

還
付
申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま

す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
で
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
税
務
署

　
℡
43 
│ 
０
１
４
１

　
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
国
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
48
人

●
モ
ニ
タ
ー
期
間

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
１
年
間

●
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
19
年
12
月
３
日（
月
）か
ら

　
平
成
19
年
12
月
28
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
住
所
（
郵

便
番
号
）、
電
話
番
号
、
職
業
、

モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、

応
募
す
る
理
由
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
東
北
森
林
管
理
局

　
℡
０
１
８ 

│
８
３
６
│
２
２
７
４

　
　
０
１
８ 

│
８
３
６
│
２
０
３
１

　
　 t_kikaku@

rinya.m
aff.go.jp

URL

FAX6
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成
人
式
の
ご
案
内

催
し

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

労
働

表
彰
式
・
年
賀
交
換
会

「
健
康
の
つ
ど
い
」
参
加
者
募
集

町
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参

加

者

募

集

県
産
材
住
宅
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

情報ステーション

　
平
成
20
年
五
戸
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
五
戸
町

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
て
も
生
年
月
日
が

該
当
す
る
と
出
席
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
全
員
に
、
実
行
委
員
会

が
案
内
は
が
き
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
出
欠
の
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）

　
午
後
１
時
か
ら

　（
正
午
か
ら
12
時
45
分
受
付
）

●
場
所

　
町
立
公
民
館

●
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

・
時
間
　
午
後
３
時
か
ら

・
場
所
　
ア
ピ
ル
五
戸

・
会
費
　
１
、０
０
０
円

　
自
由
参
加
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
５
（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成
20
年
表
彰
式
・

年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
平
成
20
年
１
月
４
日（
金
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
年
賀
交
換
会
会
費

　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

　
役
場
総
務
課
、
川
内
支
所
・

浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
12
月
14
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
０
（
直
通
）

●
日
時

　
平
成
20
年
１
月
か
ら
３
月

○
予
選

　
水
曜
日
の
い
ず
れ
か
１
日

　
午
後
６
時
〜
９
時

○
決
勝

　
平
成
20
年
３
月
９
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜

●
場
所

　
五
戸
ド
ー
ム

●
参
加
資
格
等

　
五
戸
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方

●
参
加
料

　
１
人
３
０
０
円

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
12
月
21
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

●
対
象

　
一
般
町
民

●
内
容

・
講
話
と
実
技
（
運
動
編
）

　
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」

　
講
師
　
藤
川
淑
子
　
氏

・
講
話
と
試
食
（
食
生
活
編
）

　
「
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し

ょ
う
」
講
師
　
役
場
保
健
衛
生

課
栄
養
士
　
小
村
優
子

●
期
日
・
場
所

①
平
成
20
年
１
月
29
日（
火
）

　
町
立
公
民
館

②
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
倉
石
診

療
所
隣
）

③
平
成
20
年
２
月
１
日（
金
）

　
豊
間
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

④
平
成
20
年
２
月
６
日（
水
）

　
浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

⑤
平
成
20
年
２
月
７
日（
木
）

　
Ｊ
Ａ
し
ん
せ
い
五
戸
川
内
支
店

●
時
間

①
は
午
前
９
時
〜
正
午

②
〜
⑤
は
午
前
８
時
55
分
〜
正

午
●
申
し
込
み
方
法

　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

各
会
場
定
員
45
人
、参
加
無
料
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

　
県
で
は
、
安
全
で
長
持
ち
す
る

地
域
の
木
材
で
家
を
建
て
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
木
を

育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
家
が
で
き
る

ま
で
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
19
年
12
月
９
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
集
合
場
所

　
青
森
県
八
戸
合
同
庁
舎

●
見
学
先

　
①
森
林
伐
採
現
場
②
製
材
工
場

　
③
住
宅
建
築
現
場
④
完
成
住
宅

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
12
月
３
日（
月
）

●
参
加
費

　
無
料
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
）

●
申
し
込
み
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
先
着
40
人
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
三
八
地
域
県
民
局
林
業
振
興
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
３
３

　
　
23 

│ 

２
８
０
１

　
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
31

日
か
ら
時
間
額
６
１
９
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別
最
低
賃
金

（
４
業
種
）が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

を
除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
常
用･

臨
時･

ア
ル
バ
イ

ト
等
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４

FAX



併せてカレンダーもご確認ください。

!1

年 末 年 始 の 業 務

暮
ら
し

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

相
談

交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

お

知
ら
せ

12
月
か
ら
町
図
書
館
の

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

第
59
回
人
権
週
間
で
す

県
民
手
帳
好
評
発
売
中
！

施設名 年末 年始 
■役場・各支所（一般事務）

℡62－2111
■五戸総合病院

℡61－1200 ※急患は診療します

■倉石診療所
℡77－3111

■町立公民館
℡62－5111

■スポーツ振興公社（ドーム）
℡62－2301
スポーツ交流センター、倉石スポーツセンター

28日まで 4 日から

■図書館
℡61－1040 27 日まで 5 日から

五戸・新郷の方 31 日午前まで 4 日から■斎場
℡62－2111

（役場保健衛生課） それ以外の方 28 日まで 5 日から

収　集 31 日まで 4 日から■ごみ
℡0176－28－2654

（十和田地域広域事務組合） 搬　入 28 日まで 4 日から

情報ステーション

　
例
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

し
尿
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み
が

殺
到
し
ま
す
。
年
内
に
く
み
取
り

を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
10
日

（
月
）
ま
で
に
左
記
の
業
者
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
み
取
り
業
務
は
12
月

29
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
木
）

ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　
青
森
県
南
清
掃
㈱
五
戸
営
業
所

　
℡
62 

│ 

２
４
１
６

　
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
な
ど
に

よ
り
、
人
が
か
み
付
か
れ
る
事
件

が
発
生
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
犬
は
放
し
飼
い
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
も
し
犬
に
か
み
付
か
れ
た
場
合

は
、
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

八
戸
駐
在
（
℡
27 

│ 

５
１
１
１

内
線
３
０
０
）
に
届
け
て
く
だ
さ

い
。
野
犬
は
捕
獲
、
飼
い
犬
に
つ

い
て
は
、
飼
い
主
に
指
導
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
散
歩
の
際
、
フ
ン
は
責
任

を
持
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

住
民
か
ら
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
で
注
意
し
合

い
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
、
全

国
の
交
通
事
故
被
害
者
と
そ
の
家

族
等
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
被
害

に
遭
い
、
法
律
・
金
銭
・
介
護
な

ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
各
種
相
談

窓
口
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す
。

●
電
話
相
談
窓
口

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

０
０
０
７
３
８

　
土
日
祝
日･

年
末
年
始
を
除
く

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
青
森
支
所

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
９ 

│ 

０
５
５
１

●
人
権
に
関
す
る
無
料
相
談
窓
口

・
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
℡
24 

│ 

３
３
４
６

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
7
０
１
２
０ 

│ 

０
０
７ 

│ 

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

０
７
０ 

│ 

８
１
０

・
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

　
沼
畑
　
　
清
℡
62 

│ 

３
２
４
９

　
久
保
　
　
正
℡
77 

│ 

２
５
９
３

　
石
渡
　
幹
郎
℡
67 

│ 

２
９
０
６

　
川
h
　
光
雄
℡
68 

│ 

３
１
８
４

　
原
　
　
　
博
℡
68 

│ 

２
０
８
４

　
a
谷
冨
士
男
℡
77 

│ 

３
０
９
４

　
川
村
　
テ
ル
℡
62 

│ 

２
８
０
５

●
特
設
人
権
相
談
所

○
日
時

　
平
成
19
年
12
月
４
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

○
場
所
　
町
立
公
民
館

○
相
談
員

　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
１
１

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

平
日
の
利
用
時
間
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

　
平
成
20
年
版
青
森
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
県
内
市
町
村

の
主
要
統
計
や
合
併
状
況
、
五
戸

町
の
歩
み
、
ふ
る
さ
と
の
主
な
行

事
な
ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
バ
ー
は
緑
と
黒
の
２
色
か
ら

選
べ
ま
す
。

●
価
格

　
１
冊
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
４

す

ぐ
　
　
ナ
　
ス
　
バ

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に

ナ
　
　
ス
　
　
バ



ナショナルギャラリー

ライシアムシアターではミュージカル「ライオンキング」を上演

!2

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，９１２人　（－１５）

　女　１０，６３１人　（－１７）

総人口２０，５４３人　（－３２）

世帯数１６，９４０世帯（＋３）

平成19年11月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています

▼
２
月
28
日
（
水
）

　
こ
の
日
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
は

世
界
的
に
有
名
な
絵
画
館
で
す
。

ゴ
ッ
ホ
、
モ
ネ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、

カ
ラ
バ
ッ
ジ
ョ
な
ど
と
い
っ
た
有

名
な
画
家
の
作
品
が
数
多
く
展
示

さ
れ
て
お
り
、
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
部
の
造
り
も
回
廊
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、

素
晴
ら
し
く
豪

奢
で
す
。
「
イ

ギ
リ
ス
人
は
美

術
品
を
作
る
よ

り
も
集
め
る
ほ

う
が
得
意
」
と

い
い
ま
す
が
、

た
し
か
に
そ
の

審
美
眼
は
ず
ば

抜
け
た
も
の
で

あ
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
イ
ギ
リ

ス
は
エ
ン
タ
テ

イ
メ
ン
ト
が
充

実
し
て
お
り
、

大
道
芸
人
の
レ
ベ
ル
も
素
晴
ら
し

く
高
い
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

は
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
で
も
あ
る
エ

ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
に
触
れ
た
い
と

考
え
、
直
接
シ
ア
タ
ー
へ
行
き
「
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
の
予
約
を
と
り

ま
し
た
。
当
日
券
で
し
た
が
、
ま

だ
空
席
が
あ
っ
た
ら
し
く
す
ん
な

り
と
予
約
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
欧
州
海
外
研
修
に
あ
た
っ

て
、
国
際
学
生
証
と
い
う
も
の
を

事
前
に
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
国

際
的
に
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
で
す
。
特
に
イ
ギ
リ

ス
は
、
前
述
し
た
と
お
り
後
世
に

芸
術
を
伝
え
よ
う
と
い
う
気
質
が

強
い
の
で
、
学
生
へ
の
擁
護
が
強

い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」

の
予
約
の
際
に
国
際
学

生
証
を
提
示
し
た
と
こ

ろ
、
通
常
50
ポ
ン
ド
（
約

１
３
、
０
０
０
円
）
が

20
ポ
ン
ド
（
約
５
、０

０
０
円
）
と
大
幅
に
割

引
さ
れ
ま
し
た
。
大
変

レ
ベ
ル
の
高
い
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
て
満
足
で
し

た
！

　
ま
た
観
客
の
反
応
も

非
常
に
素
直
で
、
拍
手

や
ブ
ー
イ
ン
グ
も
頻
繁
に
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
演
じ
る
側
と
見

る
側
が
ど
ん
ど
ん
磨
き
あ
っ
て
こ

そ
、
素
晴
ら
し
い
芸
術
を
育
て
て

い
け
る
の
だ
な
、
日
本
も
見
習
う

べ
き
で
は
な
い
か
、と
感
じ
ま
し
た
。

欧
州
研
修
最
後
の
夜
は
、
素
晴
ら

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

▼
３
月
１
日
（
木
）

　
い
よ
い
よ
出
発
の
日
で
す
。
７

時
半
の
送
迎
に
合
わ
せ
て
準
備
を

済
ま
せ
、
空
港
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港

で
は
、
爆
弾
テ
ロ
未
遂
事
件
が
あ

っ
て
以
来
一
層
厳
し
く
身
体
検
査

を
行
っ
て
お
り
、
靴
ま
で
検
査
さ

れ
る
な
ど
厳
重
な
体
制
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
約
１
時
間
半
の
フ
ラ

イ
ト
後
、
ミ
ラ
ノ
の
マ
ル
ペ
ン
サ

空
港
に
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

成
田
空
港
ま
で
向
か
う
の
で
す
が
、

機
体
整
備
の
た
め
約
１
時
間
出
発

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
成
田
空
港
に
到
着
し
た
の
は
３

月
２
日
の
11
時
半
で
し
た
。
大
き

な
怪
我
や
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
帰
国

で
き
た
こ
と
に
安
堵
し
ま
し
た
。

　
17
日
間
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て

欧
州
の
文
化
を
体
験
で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
書
籍
や
写

真
で
眺
め
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
実
際
の
空
気
や
匂
い
を
身
を
持

っ
て
体
験
し
、
良
い
部
分
だ
け
で

は
な
く
悪
い
部
分
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
大
量
の
ホ

ー
ム
レ
ス
や
貧
富
の
差
、
根
強
く

残
る
奴
隷
制
度
の
存
在
な
ど
で
す
。

　
言
語
が
不
自
由
な
異
国
で
は
よ

く
考
え
て
、
よ
く
見
て
、
よ
く
聞

こ
う
と
し
ま
す
。
謙
虚
な
気
持
ち

で
学
ぼ
う
と
し
ま
す
。
何
と
な
く

受
動
的
に
過
ご
し
が
ち
な
日
々
の

自
分
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
身

を
引
き
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
か
ら
社
会
人
に
な
る
に
あ
た

り
、
今
回
の
経
験
は
も
の
す
ご
く

大
き
な
意
味
が
あ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
五
戸

町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
人
間
的
に
成
長
す

る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
江

渡
さ
ん
の
寛
大
さ
に
感
服
す
る
と

と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
終
わ
り
）

中
嶋
　
美
幸
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ご
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し
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休
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休

休休

休

休

役場・各支所
総合病院
倉石診療所
町立公民館
ドーム
スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

町

図

書

館

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入
斎 場 ご み

● ＢＣＧ接種

　 ６か月児健康相談（19年６月生）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

はたちの献血キャンペーン（～２月）

１

２

３

４

５

６

月

火

火

水

木

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

土

日

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
１月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

● 五戸町成人式 13：00～17：00 式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会
13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 ３か月児健康診査（19年９月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

　 10か月児健康相談（19年３月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

町立公民館

数値でみる

（単位：人）

（単位：人）

第　１　号
被保険者数

（人）

５，７６７

１

施設数

病院

病床数 施設数

一般診療所

病床数

１９８１９８ ９

歯　科
診療所

５

総病床数
人口１０万人対

出生率
人口千人対

死亡数
（全死因）

死亡率
人口千人対

１，０７３１８

要介護（要支援）
認 定 者 数

（人）

１，１２２

出現率

（％）
受給率
（％）

平均要
介護度

１９．５ ２．３６
資料：青森県健康福祉政策課「介護保険事業状況報告（月報）」（平成１９年３月３１日）

資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成１７年１０月１日） 資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成１６年１２月３１日）

資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成17年）

資料：役場福祉課（平成１９年4月1日）

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日） 資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

五 戸 町 の 姿 ③

元日

成人の日

●要介護（要支援）認定者数

●医療施設

１１２ ５．６ ２３９ ５０ ４２ ４３ ９ ９５ １１．９

出生数

五 戸 町

五　戸 １９

４

６

７

４

７

６

４

６

６３

３０

８

１０

１１

８

１１

１０

７

１１

１０６ １，０５７ １０．０

１７．５

７．４

７．６

１０．５

６．０

５．６

７．２

５．９

５．３ ２２２ １１１ １１１ ２１９ ０ ３９８．６ ０．０

５２５

５９

７６

１１６

４８

６２

７２

４１

５８

蛯　川

切谷内

上市川

豊間内

南

石　沢

中　市

又　重

学校名 学級数 教員数
（人）

定員
（人）

総数
（人）

入所率
（％）

児童総数
（人）

卒 業 者
総 数

（人）
男

（人）
女

（人）
進学者
（人） 進学率（％）

就職者
（人）

その他
（人）就職率（％）

教員１人当
児　童　数

（人）

●出生数および主要死因別死亡者数

町内私立

町内公立

５

０

３５０

－

３７６

－

１０７

－

区分 施設数

●保育所入所人員

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

園児総数
（人）

前 年 度
修了者数
（人）

町内私立

町内公立

２

０

９５

－

５４

－

区分 園数

●幼稚園の概要

●小学校の概要

五 戸 町

五　戸 １３

６

３

２２

２５

１４

１１

５０ ６３７ １２．７

１５．６

９．７

１０．０

３９１

１３６

１１０

川　内

倉　石

学校名 学級数 教員数
（人）

生徒総数
（人）

教員１人当
生　徒　数

（人）

●中学校の概要

●中学校卒業後の状況

居宅サービス
受 給 者

（人）

７５８ １３．１

受給率
（％）

地 域 密 着 型
サービス受給者
(人)

８５ １．５

受給率
（％）

施設サービス
受 給 者
(人)

１８２ ３．２
資料：青森県健康福祉政策課「介護保険事業状況報告（月報）」（平成19年3月31日）

●介護サービス利用状況

医師

実数

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 老衰 その他

人口１０万人当

１７ ８２．８

歯科医師

実数 人口１０万人当

７ ３４．１

薬剤師

実数 人口１０万人当

２３ １１２．０

●医療関係従事者数（従業地による）



　 10か月児健康相談（19年２月生）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種

● ６か月児健康相談（19年５月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 三種混合　　　　　　予防接種

1212
日 記念日等

家庭の日

世界エイズデー

天皇誕生日

振替休日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間

１
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４

日
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７

８
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金

土

日

土

日

月

月

火

木

火

水

金

木

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００７年

平成１９年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

火

月

水

木

金

土

木

金

日

土

日

25

26

27

28

月31

29

30

水

記念日等日 行　　事　　等

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（19年８月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

 9：00～14：00 倉石スポーツセンター● 町長杯ソフトバレーボール大会

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座全地区合同講演

13：00～16：00 倉石温泉
13：30～16：00 社会福祉センター

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

17：15～18：15 町図書館エントランスホール● クリスマスコンサート

10：00～12：00 町立公民館小ホール　 子育てメイト「クリスマス会」

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● チャリティー地域音楽祭 18：00開演 町立公民館大ホール

● 行政相談 13：00～16：00 倉石コミュニティセンター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 行政相談

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ

● みんなの保健室 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館

● ３歳児健康診査（16年８・９月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

人
権
週
間

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● ２歳６か月児健康相談（17年６月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

旧地域保健センター12：30～13：00受付

今月の納期

納期限12月25日（火）

町県民税

下水道事業
　受益者負担金

第４期

第２期

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～13：00　五戸高等学校

14：30～16：00　総合病院

12月20日（木）

冬の交通安全県民運動

１　飲酒運転の根絶�
２　高齢者の交通事故防止�
３　夕暮れ時・夜間の交通事故防止
４　冬道の安全運転の推進

交通死亡事故多発非常事態宣言発令中

運
動
の
重
点

役場・各支所
総合病院
倉石診療所
町立公民館
ドーム
スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

町

図

書

館

休

休

休

休休

休

休 休

休

休
午
後
休

休

休

休

休

休

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入

斎 場 ご み

● 献血 上記参照



　 10か月児健康相談（19年２月生）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種

● ６か月児健康相談（19年５月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 三種混合　　　　　　予防接種

1212
日 記念日等

家庭の日

世界エイズデー

天皇誕生日

振替休日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間
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記念日等日 行　　事　　等

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（19年８月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

 9：00～14：00 倉石スポーツセンター● 町長杯ソフトバレーボール大会

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座全地区合同講演

13：00～16：00 倉石温泉
13：30～16：00 社会福祉センター

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

17：15～18：15 町図書館エントランスホール● クリスマスコンサート

10：00～12：00 町立公民館小ホール　 子育てメイト「クリスマス会」

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● チャリティー地域音楽祭 18：00開演 町立公民館大ホール

● 行政相談 13：00～16：00 倉石コミュニティセンター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 行政相談

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ

● みんなの保健室 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館

● ３歳児健康診査（16年８・９月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

人
権
週
間

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● ２歳６か月児健康相談（17年６月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

旧地域保健センター12：30～13：00受付

今月の納期

納期限12月25日（火）

町県民税

下水道事業
　受益者負担金

第４期

第２期

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～13：00　五戸高等学校

14：30～16：00　総合病院

12月20日（木）

冬の交通安全県民運動

１　飲酒運転の根絶�
２　高齢者の交通事故防止�
３　夕暮れ時・夜間の交通事故防止
４　冬道の安全運転の推進

交通死亡事故多発非常事態宣言発令中

運
動
の
重
点

役場・各支所
総合病院
倉石診療所
町立公民館
ドーム
スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

町

図

書

館

休

休

休

休休

休

休 休

休

休
午
後
休

休

休

休

休

休

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入

斎 場 ご み

● 献血 上記参照



休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休休

休

休

役場・各支所
総合病院
倉石診療所
町立公民館
ドーム
スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

町

図

書

館

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入
斎 場 ご み

● ＢＣＧ接種

　 ６か月児健康相談（19年６月生）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

はたちの献血キャンペーン（～２月）

１

２

３

４

５

６

月

火

火

水

木

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

土

日

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
１月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

● 五戸町成人式 13：00～17：00 式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会
13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 ３か月児健康診査（19年９月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

　 10か月児健康相談（19年３月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

町立公民館

数値でみる

（単位：人）

（単位：人）

第　１　号
被保険者数

（人）

５，７６７

１

施設数

病院

病床数 施設数

一般診療所

病床数

１９８１９８ ９

歯　科
診療所

５

総病床数
人口１０万人対

出生率
人口千人対

死亡数
（全死因）

死亡率
人口千人対

１，０７３１８

要介護（要支援）
認 定 者 数

（人）

１，１２２

出現率

（％）
受給率
（％）

平均要
介護度

１９．５ ２．３６
資料：青森県健康福祉政策課「介護保険事業状況報告（月報）」（平成１９年３月３１日）

資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成１７年１０月１日） 資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成１６年１２月３１日）

資料：青森県健康福祉政策課「青森県保健統計年報」（平成17年）

資料：役場福祉課（平成１９年4月1日）

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日） 資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

五 戸 町 の 姿 ③

元日

成人の日

●要介護（要支援）認定者数

●医療施設

１１２ ５．６ ２３９ ５０ ４２ ４３ ９ ９５ １１．９

出生数

五 戸 町

五　戸 １９

４

６

７

４

７

６

４

６

６３

３０

８

１０

１１

８

１１

１０

７

１１

１０６ １，０５７ １０．０

１７．５

７．４

７．６

１０．５

６．０

５．６

７．２

５．９

５．３ ２２２ １１１ １１１ ２１９ ０ ３９８．６ ０．０

５２５

５９

７６

１１６

４８

６２

７２

４１

５８

蛯　川

切谷内

上市川

豊間内

南

石　沢

中　市

又　重

学校名 学級数 教員数
（人）

定員
（人）

総数
（人）

入所率
（％）

児童総数
（人）

卒 業 者
総 数

（人）
男

（人）
女

（人）
進学者
（人） 進学率（％）

就職者
（人）

その他
（人）就職率（％）

教員１人当
児　童　数

（人）

●出生数および主要死因別死亡者数

町内私立

町内公立

５

０

３５０

－

３７６

－

１０７

－

区分 施設数

●保育所入所人員

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成１８年５月１日）

園児総数
（人）

前 年 度
修了者数
（人）

町内私立

町内公立

２

０

９５

－

５４

－

区分 園数

●幼稚園の概要

●小学校の概要

五 戸 町

五　戸 １３

６

３

２２

２５

１４

１１

５０ ６３７ １２．７

１５．６

９．７

１０．０

３９１

１３６

１１０

川　内

倉　石

学校名 学級数 教員数
（人）

生徒総数
（人）

教員１人当
生　徒　数

（人）

●中学校の概要

●中学校卒業後の状況

居宅サービス
受 給 者

（人）

７５８ １３．１

受給率
（％）

地 域 密 着 型
サービス受給者
(人)

８５ １．５

受給率
（％）

施設サービス
受 給 者
(人)

１８２ ３．２
資料：青森県健康福祉政策課「介護保険事業状況報告（月報）」（平成19年3月31日）

●介護サービス利用状況

医師

実数

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 老衰 その他

人口１０万人当

１７ ８２．８

歯科医師

実数 人口１０万人当

７ ３４．１

薬剤師

実数 人口１０万人当

２３ １１２．０

●医療関係従事者数（従業地による）


